
PCG008-P07 会場:コンベンションホール 時間:5月 26日 14:00-16:30

QSAT-EOS搭載の地球磁場観測用磁力計に関する残留磁気測定実験
Residual magnetism measurements needed for magnetometers onboard QSAT-EOS
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超小型地球観測システム実証衛星、(QSAT-EOS, Kyushu Satellite for Earth Observation System Demonstration)搭載の磁
力計（理学磁気センサ Science Magneto Sensors以後 SMSとする）ではオーロラ・極冠に流れ込む沿磁力線電流に伴う磁
場変動の観測を目的としている。
しかし、衛星本体や搭載機器の持つ残留磁場及び衛星内部を流れる電流によって発生する磁場変動もSMSによって観

測されてしまうため、沿磁力線電流に伴う磁場変動を正しく観測するためには、観測された磁場データから衛星起原の
磁場ノイズを正確に抽出・分離する必要がある。
そこで本研究では今後のQSAT-EOSの後続機も見据えた、データ校正のための基礎データ取得を目的とし、搭載機器

毎の残留磁気モーメントを計測する方法及び解析方法を考案した。
測定には九州大学宙空環境研究センター所有の 3軸フラックスゲート磁力計である MAGDAS磁力計を用いた。被測

定機器をターンテーブル上に載せ回転させることにより、周辺磁場の角度特性を測定した。
既存の残留磁気測定実験では被測定機器の持つ磁場を偏心双極子や四重極子で近似し、衛星搭載の磁気センサに及ぼ

す影響を算出しているが、本研究では実際の磁場変動の波形から機器のどの位置にどのような磁場発生源が存在するの
かを特定することに重点を置いた。磁場発生源を特定することにより、今後の衛星設計の際の基礎データとして役立て
る狙いである。
なお、実際の運用を想定した本衛星起源の磁気オフセットに関しては、4月以降に実施予定の FMを用いた試験から得

られたデータを採用することによって定義し、QSAT-EOS衛星搭載 SMS磁力系の科学ミッションを達成することを目指
す。
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